
1年生の活動 ～産業社会と人間から学びとったこと～ 

２年生の活動 ～中学生を対象に出前授業や１日体験学習を担当しました～ 

 ２年生の３学期から取り組んできた課題研究です。これまでの先輩方と同じように、 
１人１研究でおこなっています。順調に進んでいるところ、四苦八苦しながらやって 
いるところと様々だと思いますが、１２月までに研究の成果を上げてほしいと思いま 
す。その中で、中藤さんが取り組んでいる「陸上競技のけがの予防と措置」と渡辺さ 
んが取り組んでいる「益田の食材を使ったおもてなし料理」は地域の方々の協力を 
得ながら進めています。他のテーマのものも今後地域の方々の手助けをいただきな 
がら進めてみてはいかがですか。とくに夏休みは校外に出て活動しやすいと思いま 
す。君たちが声をかければ、結構協力していただけると思います。１年生の時の職業 
インタビューを思い出して下さい。君たちの研究の健闘を祈る。 
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 第１号の発行が少し遅れましたが、今年度も総合学科の皆さんの活躍を紹介していきたいと思
います。今年度は地域と連携した学習の様子も載せていく予定です。 

 １年生の時には専門的な学習はほとんどありませんでしたが、２年生になり専門学習がはじまり、興味深く学習に取り組
んでいるところではないでしょうか。食品科学系列を選択した人たちは食品の加工実習もたくさんあり、食材の特徴や加工
方法など本当に専門的な学習を興味深くしてきていると思います。生活文化福祉系列の人たちもそれぞれが選択した専門
の学習に関心を持って取り組んでいると思います。そのような中、食品科学系列では６月４日に中西中学校に出前授業に
行きました。この中学校出身者の中島さんをはじめ、山 
本さん、藤原君の３人で「食品表示を知ろう」をテーマに 
中学生にしっかりと説明をしてくれました。また、６月１３日 
におこなった中学生の１日体験入学では２年生全員が 
４班（食品・福祉・調理・被服）に分かれて中学生に本校 
で学習した専門分野の一部を紹介してくれました。２年 
生のがんばりで、出前授業も１日体験入学も中学生が 
大変興味深く取り組んでくれていました。 

 この学校に入学して３ヶ月が過ぎ１学期ももう終わろうとしていますが、この１学期間の益田翔陽高校での高校生活はど
うだったでしょうか。中学校とはいくつも違いがあったと思います。とりわけ小規模中学校からきた人は、人数の多さに少々
戸惑いがあったと思いますが、今では多くの仲間と叱咤激励や協力し合いながら充実した学校生活が送れているのではな
いでしょうか。また、学習面では中学校のときよりも内容が高度になってきていると思います。そのような中、総合学科１年
生の皆さんは何事にも前向きにしっかり取り組んできたと思います。とくに、中学校にはなく、高校になって新たに加わった
「産業社会と人間」は楽しくもあり、緊張もありといった中でしっかりと取り組んできたと思います。１学期ではイチゴジャム製
造実習、田植えに関する講話や実習、保育に関する講話や現場実習などをしてきました。これらの体験学習は直接自分の
進路の職業観とは関連がないものもあったかもしれませんが、共同作業で、協力することや連携することの重要性はしっ
かりと感じ取ったはずです。これは社会に出ても大変重要なことです。今後も多くの体験学習を通して自分の将来について
しっかりと考えていってもらいたいと思います。 
 最後に、農業クラブ主催の「校内意見発表会」では、藤井志尭君が大勢の２、３年生がいる中、優秀賞をとり、県大会に出
場するというすばらしい結果を出してくれました。このようながんばりを今後も１年生全員がしていってほしいと思います。 
  

３年生の活動 ～課題研究を地域の方とともに～ 

行事予定 

７．２３～８．２１ 介護職員初任者研修実習（G3青木・石川・増野・中藤・甲佐・濱本・廣中・下馬庭・安田） 

７．２８ 農業鑑定競技県大会（G1岩本・安岡、G2大﨑・篠原・吉田、G3石川・村上・山根・山本・渡邉の10名が出場） 

８．１２ 島根県家庭クラブ連盟指導者養成講座（G2水津・高橋・宮本・吉田の4名が参加） 

７．２１～２８ ３年生補習   ８．７・１７～２１ ３年生体育祭準備       


